
氷見の夏の風物詩、祇園祭りが７月13日と14日に行われ、華やかな５基の曳き山や太鼓台
17基が町中を練り回りました。大勢の見物客でにぎわいました。（関連記事は25ページ）

広報
氷見の元気を発信する情報誌

特集  ・・・・・・・・・②
　夏のイベント特集
　地方創生
■キトキト健康ライフ ・・⑳
　子どもの肥満を予防しよう!
■夢スケッチ ・・・・・・㉑
　荒木　真人さん  果苗さん
■ひみ未来遺産 ・・・・・㉒
　氷見の洞窟遺跡

華やかな初夏の風物詩
祇園祭り
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日にち   8 月1日 （土）　　 場　所   比美乃江公園周辺
内　容

時　　間 プログラム 概　　要
12

6

39
午前9時30分
 ～10時 安全祈願祭 日宮神社の宮司さんにお越しいただき、ひみまつりが

無事に終わることを祈願します。
12

6

39
午前10時
 ～11時 金管・鼓笛演奏 窪・比美乃江・朝日丘小学校の児童による演奏です。

12

6

39
午前11時
 ～11時30分

キッズ
マーチングパレード ひみ中央こども舎の園児によるパレードです。

12

6

39
午前11時30分
 ～午後0時30分

つかみとれ！夢の
国へのきっぷ②!! 参

運試しゲームです。運だけ持ってステージ前へ集合！
夢の国へのきっぷを手に入れよう。

12

6

39
午後0時30分
 ～2時

キソオーネ 参
～ウォーター
　シューティングバトル～

昨年、大好評だった水鉄砲大会をリニューアルして開催します。今年は先
着500人に水鉄砲をプレゼントします。みんなで楽しく水鉄砲で遊ぼう！
※衣服が濡れるため、着替えの用意をお願いします。

12

6

39
午後2時30分
 ～3時30分 魚提灯山車パレード 4基の豪華な魚提灯船の山車に園児たちが乗り込み、

ボランティアの皆さんが山車を引っ張ります。
12

6

39
午後3時30分
 ～4時 和太鼓演奏 アソカ幼稚園の園児による演奏です。

12

6

39
午後4時30分
 ～5時30分 ひみ音頭 参 毎年恒例のひみ音頭。服装は自由です。

12

6

39
午後5時30分
 ～7時30分

獅子舞
フェスティバル

県内の様々な獅子舞をご覧いただけます。氷見市からは上田子
青年団・上伊勢青年団が参加します。

12

6

39 午後8時～9時 花火大会 5,500発の花火が比美乃江公園沖であがります。

参：参加型イベント　※事前申込みは不要です。お気軽に会場へお越しください。

ひみまつり実行委員会事務局  ☎91―8350  FAX91―8351問合せ

　氷見で永く親しまれてきた料理や特産品、地域おこしを目指
して新たに誕生したご当地グルメなどが一堂に集う食イベント
「ひみ永久グルメ博」が、今年も開催されます。多彩で個性豊
かな氷見ならではの地域の味を提供する食のエリアや農林畜産
物や水産加工品などを販売する特産品エリア、氷見沖クルージ
ングやステージイベントなど、楽しい催しが盛りだくさんです。
※詳細は、9、10月号でお知らせします。
日にち 10月11日㈰
場　所 ひみ漁業交流館　魚

と

々
と

座
ざ

周辺
問合せ ひみ永久グルメ博実行委員会事務局（商工観光・マーケ
ティング・おもてなしブランド課内）　☎74-8106　FAX 74-4004

第2回ひみ永久グルメ博開催決定！

臨港道路
Ｔ字路

氷見漁港前
交差点

北大町
交差点栄町交差点

氷見漁港

南大町交差点

環状南線
Ｔ字路

415

160

76

415

諸車通行止

一方通行（矢印方向通行可）

交通規制にご協力ください。8月1日㈯午後5時～10時

第43回 ひみまつり
「6万人心のふれあい」をメインテーマに、第43回ひみまつりを開催します。
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　氷見市に住む外国の人と一緒に、氷見の海やまちを楽
しみませんか？
日　時  8月23日㈰　午前10時～午後3時
スケジュール
午前10時 受付
午前10時30分 海岸清掃
午前11時 バーベキュー
午後2時30分  遊覧船で氷見の海を満喫！（希望者）

または、まちなか巡り。
※自由解散。小雨決行、荒天中止。
場　所  島尾キャンプ場
料　金  500円　※氷見市国際交流協会員は無料。
定　員  30人（先着順）
問合せ、申込　8月17日㈪までに、ハガキや電話、FAX、
メールで次の事項をお知らせください。
①氏名②住所③電話番号
〒935-8686（住所記載不要） 
氷見市国際交流協会事務局
（総務課内）あて ☎74-8024 
FAX 74-4004 
Mail:soumu@city.himi.lg.jp

　氷見の海辺を、体と自然に優しい自転車で走ってみま
せんか？島尾海浜公園にて、宝探しゲームやスイカ割り
なども行います。
日　時  8月30日㈰午前9時～11時30分
集合場所  ひみ漁業交流館　魚々座
コース  魚々座 ⇔ 島尾海浜公園（散策）
定　員  30人（小学生以下は保護者同伴）
費　用  300円（飲料水・保険料などを含む）
※サイクリングに合った服装でご参加ください。
※レンタサイクルやヘルメットには、様々なサイズがあります。
希望する人は、申込みの際にサイズなどをご確認ください。

主　催  氷見市サイクル
 スポーツ協会
問合せ、申込　
ひみ漁業交流館　魚々座 
☎74-8018

地域の力でみんなを守る！
―日ごろの備えと自助・共助の重要性―
　災害が起こったとき、行政の力だけでは市民の皆さん
の命を守ることはできません。地域で力を合わせ、いざ
という時にお互いに助け合うための日ごろの備えを進め
ていくことが大切です。このため、新潟県中越地震にお
ける被災集落の再生支援や昨年8月の水害で大きな被害
を受けた兵庫県丹波市の復興ビジョンの作成、内閣府の
地区防災計画モデル事業のアドバイザーなど多岐に渡り
活動を行う講師を招いて、防災講演会を開催します。多
くの皆さんのご参加をお待ちしています。
日　時  9月1日㈫　開演午後7時（開場午後6時30分～）
場　所  いきいき元気館3階大ホール
講　師  澤田 雅浩氏（長岡造形大学准教授）
定　員  200人
料　金  無料
問合せ  地域防災室　☎74-8021

◆おにぎり・大漁鍋付き体験（要予約）
日　時  8月2日㈰、9日㈰　午前7時～
場　所  島尾海水浴場（島尾キャンプ場付近）
費　用  800円

◆無料体験（食事なし）
日　時  8月2日㈰、9日㈰　午前9時30分～
場　所  島尾海水浴場
 （島尾海浜公園付近）

問合せ  島尾キャンプ場
 ☎91-0074

　世界のカブトムシ・クワガタの展示、国産カブトム
シ・クワガタと遊べるふれあいコーナー、蝶がとびかう
温室など、楽しい催しがいっぱい！竹細工の昆虫や押し
花絵、オリジナルフレーム作りなどの体験教室も開催し
ます。夏休みは植物園へ遊びに行こう！
期　間  8月31日㈪まで（8月は休まず開園しています）
時　間  午前9時～午後5時
場　所  海浜植物園
料　金  大人500円、
 小中学生100円、
 未就学児　無料
問合せ  海浜植物園　☎91-0100

　魚々座では、昨年8月に開催した物集めワークショップ
の続編として、今年も漁具・民具の収集活動を行います。
　氷見の漁村のくらしや歴史を伝える漁具・民具などが
ありましたら、ぜひ魚々座までご連絡ください。
期　間  8月2日㈰～9日㈰
主　催  東京都市大学手塚研究室
問合せ、申込 ひみ漁業交流館　
  魚々座　☎74-8018
※ この他にも「蒲鉾絵付け教室」などを開催します。詳細は、
ホームページでご確認ください。http://himi-totoza.com/

氷見観光＆国際交流
 ビーチパーティー

第10回 
親子ふれあいまつり開催中

魚々座 物集めワークショップ 夏休みサイクリング

防災講演会

島尾キャンプ場 地引き網大会
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販売コーナー

入口風除室 受付
カウンター

藤子Ⓐ先生
あいさつ

藤子Ⓐ先生　作品年表

代表キャラクター作品集
複製原画

氷見市長
あいさつ

キャラクター紹介

忍者ハットリくん
氷見を翔ぶ

トイレ

トキワ荘
特別展示室

トイレ

藤
子
不
二
雄
Ⓐ
先
生

紹
介
コ
ー
ナ
ー

メ
イ
ン
ビ
ジ
ュ
ア
ル

単
行
本
第
一
話
作
品
集

複
製
原
画「
ハ
ッ
ト
リ
く
ん
」

単
行
本
第
一
話
作
品
集

複
製
原
画「
怪
物
く
ん
」

「
少
年
時
代
」「
ま
ん
が
道
」

「
愛…

し
り
そ
め
し
頃
に…
」

複
製
原
画

氷
見
を
描
い
た
作
品

複
製
原
画

怪物くん
立体像

　

ク
オ
リ
テ
ィ
の
高
い
ま
ん
が
の
ま
ち

づ
く
り
の
取
り
組
み
の
一
環
と
し
て
、

潮
風
ギ
ャ
ラ
リ
ー
の
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
を

行
い
ま
す
。

　

こ
の
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
は
、
平
成
19
年

10
月
の
開
館
以
来
初
め
て
と
な
る
も
の

で
、
㈱
藤
子
ス
タ
ジ
オ
と
㈱
小
学
館
集

英
社
プ
ロ
ダ
ク
シ
ョ
ン
の
監
修
・
協
力

を
得
て
、
藤
子
Ⓐ
先
生
の
原
画
や
複
製

原
画
な
ど
、
展
示
物
を
新
た
に
入
れ
替

え
た
り
、
デ
ジ
タ
ル
技
術
を
活
用
し
た

コ
ー
ナ
ー
を
新
設
す
る
な
ど
、「
藤
子

不
二
雄
Ⓐ
ア
ー
ト
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
」
と

し
て
展
示
内
容
を
一
新
す
る
大
規
模
な

も
の
で
す
。

　

１
階
は
、
藤
子
Ⓐ
先
生
の
作
品
年

表
、
原
画
や
複
製
原
画
な
ど
を
展
示
し

た
、
先
生
の
「
ま
ん
が
」
を
じ
っ
く
り

と
見
て
い
た
だ
く
フ
ロ
ア
と
し
、
２
階

は
、
最
新
の
デ
ジ
タ
ル
技
術
を
活
用
し

た
映
像
や
ま
ん
が
図
書
室
な
ど
で
自
由

に
楽
し
ん
で
も
ら
え
る
フ
ロ
ア
と
し
て

整
備
し
ま
す
。

ご
挨
拶

　

こ
の
た
び
、「
氷
見
市
潮
風
ギ
ャ
ラ
リ
ー
」
が
装
い
も

新
た
に
「
藤
子
不
二
雄
Ⓐ
ま
ん
が
ワ
ー
ル
ド　

氷
見
市
潮

風
ギ
ャ
ラ
リ
ー
藤
子
不
二
雄
Ⓐ
ア
ー
ト
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
」

と
し
て
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
オ
ー
プ
ン
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し

た
。
原
画
等
の
展
示
に
加
え
て
デ
ジ
タ
ル
演
出
を
使
っ
た

新
規
の
展
示
な
ど
も
さ
せ
て
頂
き
ま
す
。
市
内
の
皆
様
は

も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
北
陸
新
幹
線
の
開
業
や
能
越
自
動
車

道
の
開
通
に
よ
り
ア
ク
セ
ス
も
良
く
な
っ
た
の
で
、是
非
、

県
外
か
ら
も
氷
見
と
い
う
素
晴
ら
し
い
町
に
足
を
運
ん
で

欲
し
い
と
思
い
ま
す
。

　

藤
子
不
二
雄
Ⓐ
ま
ん
が
ワ
ー
ル
ド
と
し
て
、
潮
風
通
り

な
ど
の
町
中
に
、
ぼ
く
の
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
が
皆
さ
ん
を

待
っ
て
い
ま
す
。

　

ど
う
ぞ
会
い
に
来
て
く
だ
さ
い
!!

 

藤
子
不
二
雄
Ⓐ

【原画や複製原画の展示】
特に人気の高い作品である「忍者ハットリくん」と「怪物くん」の第1話の

複製原画を全ページ展示します。他の代表作品につい
ては、「笑ゥせぇるすまん」や「プロゴルファー猿」に加
え、「ウルトラＢ」、「シルバークロス」、「魔太郎がくる!!」
など、ギャラリー初登場の複製原画を展示します。
また、藤子Ⓐ先生の作中に「氷見市」が描かれたペー
ジの複製原画や、立山連峰と唐島を背景にした「忍
者ハットリくん 氷見を翔ぶ」の原画も展示します。
※ 複製原画には、「プリマグラフィ」（高品位のデジタルアー
トプリント）を使用します。

【藤子不二雄Ⓐ先生
 紹介コーナー】
藤子Ⓐ先生のデビュー当時から
の膨大な作品をすべて網羅した
作品年表などを展示します。

藤
子
不
二
雄
Ⓐ
先
生
か
ら
、

メ
ッ
セ
ー
ジ
を
い
た
だ
き
ま
し
た
！

潮
風
ギ
ャ
ラ
リ
ー

 

リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
オ
ー
プ
ン
！

藤子不二雄Ⓐ先生（氷見市名誉市民）

2015

8.7 Fri
午前10

時～

藤
子
不
二
雄
Ⓐ
ま
ん
が

 

ワ
ー
ル
ド
を
体
験
し
よ
う
！

1階

ウルトラＢ
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まんがワークショップ
ストックヤード

（ミーティングルーム）

まんが道大賞展

氷見市キャラクター
紹介パネル

まんが図書室

本 棚

ハットリくん
立体像

藤子不二雄Ⓐ
デジタルまんが
スクリーン

本

　棚

ひみぼうずくん
立体像

ス
ク
リ
ー
ン

●
氷
見
市
潮
風
ギ
ャ
ラ
リ
ー
基
本
情
報

開
館
時
間　

午
前
10
時
〜
午
後
５
時

休
館
日　

年
末
年
始
（
12
月
29
日
〜
１
月
３
日
）

入
館
料　

大
人
２
０
０
円
（
高
校
生
以
下
無
料
）

所
在
地　

氷
見
市
中
央
町
３
―

４

問
合
せ　

☎
72
―

４
８
０
０　

※
駐
車
場
が
あ
り
ま
す
。

※
開
館
時
間
や
休
館
日
、
入
館
料
の
変
更
は
あ
り
ま
せ
ん
。

●
閉
館
（
休
館
）
の
お
知
ら
せ

　

リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
工
事
を
８
月
３
日
㈪
か
ら
６
日
㈭
ま

で
の
４
日
間
を
予
定
し
て
お
り
、
こ
の
期
間
は
閉
館
し

ま
す
。

●
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
の
日
時
、
記
念
式
典
、
特
典
な
ど

　

８
月
７
日
㈮　

午
前
10
時
か
ら
の
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル

オ
ー
プ
ン
を
記
念
し
、
次
の
こ
と
を
企
画
し
て
い
ま
す
。

・
午
前
９
時
か
ら
、
記
念
式
典
を
開
催
し
ま
す
。

・
先
着
１
，０
０
０
名
様
に
特
製
う
ち
わ
を
プ
レ
ゼ
ン

ト
！

・
地
元
の
比
美
町
商

店
街
で
は
、
リ

ニ
ュ
ー
ア
ル
記
念

セ
ー
ル
が
開
催
さ

れ
ま
す
。

●
問
合
せ　

商
工
観
光
・
マ
ー
ケ

テ
ィ
ン
グ
・
お
も
て

な
し
ブ
ラ
ン
ド
課

 

☎
74
―

８
０
３
６

　

藤
子
Ⓐ
先
生
の
作
品
が
並
ぶ
ま
ち
な
か
を

「
氷
見
市 

藤
子
不
二
雄
Ⓐ
ま
ん
が
ワ
ー
ル

ド
」
と
総
称
し
、
藤
子
Ⓐ
先
生
ご
自
身
の
監

修
に
よ
り
、
そ
の
メ
イ
ン
ビ
ジ
ュ
ア
ル
（
イ

メ
ー
ジ
画
像
）
と
ロ
ゴ
が
完
成
し
ま
し
た
。

　

メ
イ
ン
ビ
ジ
ュ
ア
ル
は
、
11
体
の
キ
ャ
ラ

ク
タ
ー
を
集
め
て
藤
子
Ⓐ
先
生
の
世
界
を
凝

縮
し
た
も
の
で
、
ロ
ゴ
（
左
図
下
）
は
、
先

生
の
お
顔
を
モ
チ
ー
フ
に
デ
ザ
イ
ン
し
て
い

ま
す
。
今
後
、
ポ
ス
タ
ー
や
看
板
、
市
職
員

の
名
刺
な
ど
に
活
用
し
、
氷
見
市
の
魅
力
を

広
く
発
信
し
て
い
き
ま
す
。

【藤子不二雄Ⓐデジタルまんがスクリーン】
「次世代のデジタル体験」ができる㈱ABEJA（東京）の「フキダシステム」技術により、
来館者が先生のまんがの世界に入り込むような体験を楽しむことができます。
潮風ギャラリーでは、この「フキダシステム」の映像作品を「藤子不二雄Ⓐデジタルまん
がスクリーン」と名付けて導入します。
※ 「フキダシステム」とは、特定
のエリアを通過する人物をカメ
ラで検出し、反応によって個別に
文字や画像、動画を表示する次
世代のインタラクティブ（双方向）
なデジタルシステムです。【まんが図書室】

藤子Ⓐ先生のコミックスをずらり
と用意した自由閲覧スペースで
す。ご自分のスマートフォンやタ
ブレット端末などで、先生のデジ
タルコミックスを試し読みできる
コーナーも設置します。

※ 広報編集時点では、原作者監修中につき、
内容が一部実際と異なる場合があります。

メ
イ
ン
ビ
ジ
ュ
ア
ル
と

ロ
ゴ
が
決
ま
り
ま
し
た
！

2階

スクリーンの前に立つと ハットリくんに変身 ?!

夏
の
イ
ベ
ン
ト
特
集
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　グローバルに事業展開を行う米国アウトドア衣料品製造・販売会社パタゴニアの日本支社長 辻井隆行氏
をお迎えし、氷見市まちづくりセミナーを開催します。
　徹底した品質主義と環境行動主義で国際的に知られる同社は、ワークライフバランスの分野でも先進的
な企業として注目されています。
　今回のイベントでは、辻井氏による基調講演のほか、パネルディスカッション、マイナビによる就職セミ
ナーなども同時開催され、「いい働き方」とはどういうことか、仕事の質と暮らしの質を上げるためのヒン
トが満載です。現在お勤めの人も、帰省中の学生も、ご友人をお誘いの上、ぜひ、ご来場ください。

　

国
勢
調
査
は
、
10
月
1
日
現
在
、
日
本
国
内
に
住
ん

で
い
る
全
て
の
人
・
世
帯
が
対
象
で
す
。
赤
ち
ゃ
ん
は
も

ち
ろ
ん
、
3
か
月
以
上
日
本
に
住
ん
で
い
る
（
住
む
こ
と
に

な
っ
て
い
る
）
外
国
人
も
、
調
査
対
象
と
な
り
ま
す
。

　

ま
た
、今
回
の
調
査
か
ら
、調
査
票
へ
の
記
入
の
ほ
か
、パ

ソ
コ
ン
や
タ
ブ
レ
ッ
ト
、ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
か
ら
も
回
答
で

き
ま
す
。調
査
へ
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

国
勢
調
査
Ｑ
＆
Ａ

Q
何
の
た
め
に
調
査
す
る
の
？

A
国
勢
調
査
は
、
日
本
の
人
口
や
世
帯
の
実
態
を
明
ら
か

に
し
、
国
や
都
道
府
県
、
市
区
町
村
の
行
政
の
基
礎
資
料

と
し
て
活
用
さ
れ
る
ほ
か
、
学
術
・
教
育
機
関
、
企
業
な

ど
幅
広
い
分
野
で
利
用
さ
れ
、
私
た
ち
の
暮
ら
し
に
役
立

て
ら
れ
ま
す
。

Q
ど
ん
な
こ
と
を
調
べ
る
の
？

A 

１　

世
帯
員
に
関
す
る
事
項

①
氏
名　

②
男
女
の
別　

③
出
生
の
年
月　

④
世
帯
主

と
の
続
柄　

⑤
配
偶
の
関
係　

⑥
国
籍　

⑦
現
在
の
住

居
に
お
け
る
居
住
期
間　

⑧
5
年
前
の
住
居
の
所
在
地　

⑨
就
業
状
態　

⑩
所
属
の
事
業
所
の
名
称
お
よ
び
事
業

の
内
容　

⑪
仕
事
の
種
類　

⑫
従
業
上
の
地
位　

⑬
従

業
地
ま
た
は
通
学
地

2　

世
帯
に
関
す
る
事
項

①
世
帯
の
種
類　

②
世
帯
員
の
数

③
住
居
の
種
類　

④
住
宅
の
建
て
方

●
問
合
せ　

総
務
課

　
　
　
　
　

☎
74
―

8
0
2
4

10
月
1
日
、
全
国
一
斉
に

『
国
勢
調
査
』
が
実
施
さ
れ
ま
す

パタゴニア日本支社長  辻井 隆行氏 講演会
パネルディスカッション
 × 就職セミナーイベント を開催します！

日 時 8月14日 ㈮ 
 午後1時～5時
◆ 講演会・パネルディスカッション
◆ 合同企業座談会イベント

氷見市
まちづくり
セミナー
平成27年度 vol.3

【辻井 隆行氏のプロフィール】
1968年東京生まれ。1997年早稲田大学大学院社会科学研究科修士課程（地
球社会論）を修了。パタゴニアには 1999 年よりパートタイムスタッフと
して、パタゴニア東京・渋谷ストアで勤務を開始。2000 年に正社員とな
り、マーケティング部で「プロセールス・プログラム」「アンバサダー・プ
ログラム」などの新規プロジェクトを立ち上げる。その後、ホールセール・
ディレクター（卸売り 部門責任者）、副支社長を歴任し、2009 年より現職。
2003年にグリーンランド、2007年にはパタゴニアに遠征し、シーカヤック
と雪山滑降を楽しむなど自然と親しむ生活を続ける。

●問合せ・申込　地方創生と自治への未来対話推進課　☎74-8013　Mail：chihousousei@city.himi.lg.jp

場 所  ふれあいスポーツセンター
 サブアリーナ
定 員 200人
費 用 無料
申 込 8月13日㈭までに次の事項を電話またはメール

でお知らせください。①氏名②住所③電話番号

夏
の
イ
ベ
ン
ト
特
集
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7
月
3
日
、
氷
見
市
役
所
に
お
い
て
、
氷
見
市
と
学
校
法
人
日
本

体
育
大
学
に
よ
る
「
体
育
・
ス
ポ
ー
ツ
の
振
興
に
関
す
る
協
定
」
締

結
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
協
定
の
目
的
は
、
体
育
・
ス
ポ
ー
ツ
お
よ
び
健
康
づ
く
り
の

分
野
に
お
い
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
有
す
る
教
育
資
源
を
有
効
か
つ
適
切

に
活
用
し
、
氷
見
市
と
日
本
体
育
大
学
の
一
層
の
発
展
や
、
さ
ら
な

る
社
会
貢
献
を
図
る
こ
と
を
目
的
と
し
た
も
の
で
す
。

　

締
結
に
よ
っ
て
、
一
流
の
指
導
者
や
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
選
手
を
招
聘

し
、
競
技
力
向
上
を
図
る
こ
と
や
日
本
体
育
大
学
の
施
設
を
使
用
し

て
合
宿
を
行
う
こ
と
が
可
能
と
な
り
ま
す
。
ま
た
、
高
齢
者
向
け
の

健
康
づ
く
り
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
提
供
を
受
け
、
市
民
の
健
康
増
進
を
推

進
す
る
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
分
野
に
お
い
て
連
携
や
協
力
が
で
き
る

よ
う
に
な
り
ま
す
。
今
後
、
推
進
協
議
会
を
設
置
し
、
具
体
的
な
取

り
組
み
に
つ
い
て
協
議
し
て
い
き
ま
す
。

　

同
日
、「
2
0
2
0
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
開

催
に
向
け
た
ス
ポ
ー
ツ
の
価
値
創
造

と
地
方
創
生
」
と
題
し
た
学
校
法

人
日
本
体
育
大
学
理
事
長 

松
浪
健

四
郎
氏
の
記
念
講
演
で
は
、
オ
リ
ン

ピ
ッ
ク
ム
ー
ブ
メ
ン
ト
の
定
着
と
高

揚
、
そ
し
て
日
本
体
育
大
学
の
ス

ポ
ー
ツ
ビ
ジ
ョ
ン
を
熱
く
語
ら
れ
、

ス
ポ
ー
ツ
交
流
を
通
じ
て
、
双
方
の

発
展
と
氷
見
市
民
の
健
康
増
進
に
つ

い
て
力
強
い
言
葉
を
数
多
く
い
た
だ

き
ま
し
た
。

●
問
合
せ　

ス
ポ
ー
ツ
文
化
マ
ネ
ジ

メ
ン
ト
室　

☎
74
―

8
4
4
6

　

6
月
27
日
、
中
央
町
交
差
点
付
近
の
「
氷
見
市
ま

ち
づ
く
り
バ
ン
ク
（
仮
称
）」
に
お
い
て
、
建
築
士
で

雲
空
間
設
計
ス
タ
ジ
オ
代
表
の
川
合
光
行
氏
を
招
い

て
、
こ
れ
ま
で
関
わ
っ
て
こ
ら
れ
た
茶
室
の
改
修
に

つ
い
て
の
ご
講
演
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

講
演
後
、
川
合
さ
ん
が
実
際
に
改
修
し
た
比
美
町

地
内
に
あ
る
「
茶
道
館　

磯
波
風
」
に
移
動
し
、
な

だ
う
ら
温
泉
元
湯
磯
波
風
女
将
の
谷
内
和
子
氏
の
講

話
を
聴
き
な
が
ら
お
抹
茶
を
楽
し
み
ま
し
た
。

　

川
合
さ
ん
は
、
今
回
の
改
修
に
あ
た
っ
て
の
谷
内

さ
ん
の
茶
道
の
夢
、
地
元
氷
見
に
対
す
る
熱
い
思
い

を
ど
う
設
計
に
取
り
入
れ
た
か
、
そ
し
て
、
現
行
の

建
築
基
準
法
を
遵
守
し
て
の
改
築
の
難
し
さ
や
、
古

い
素
材
を
生
か
し
た
再
生
に
つ
い
て
話
さ
れ
ま
し
た
。

谷
内
さ
ん
は
、
改
修
に
あ
た
っ
て
の
地
元
産
材
使
用

へ
の
こ
だ
わ
り
や
、
茶
道
だ
け
で
な
く
様
々
な
文
化

活
動
を
広
げ
た
い
と
い
う
思
い
を
話
さ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
参
加
者
か
ら
は
、「
こ
う
い
っ
た
機
会
が
な
い

と
茶
道
を
体
験
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
の
で
本
当
に

良
か
っ
た
」「
茶
室
の
構
造
、
仕
組
み
が
分
か
っ
て
良

か
っ
た
」
な
ど
の
声
が
聞
か
れ
ま
し
た
。

　
「
氷
見
市
ま
ち
づ
く
り
バ
ン
ク
（
仮
称
）」
で
は
、
今

後
も
「
ひ
み
セ
ッ
シ
ョ
ン
」
な
ど
を
開
催
し
、
ま
ち

づ
く
り
の
輪
を
広
げ
、
地
域
の
活

性
化
に
取
り
組
み
ま
す
。

※
今
後
の
予
定
は
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で

お
知
ら
せ
し
ま
す
。

●
問
合
せ　

地
方
創
生
と
自
治
へ

の
未
来
対
話
推
進
課

☎
74
―

8
0
7
5

　

6
月
20
日
、氷
見
高
校
北
側
朝
日
山
公
園
に
お
い
て
、

朝
日
山
公
園
整
備
市
民
懇
談
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
を
通
し
て
、
公
園
の
将
来
像

や
運
営
形
態
を
考
え
て
い
く
こ
と
を
目
的
に
、
午
前

中
は
公
園
内
を
歩
き
、
休
憩
施
設
や
ト
イ
レ
の
設
置

場
所
、
大
き
さ
な
ど
を
確
認
し
ま
し
た
。
ま
た
、
公

園
内
の
ヒ
ル
サ
イ
ド
と
呼
ば
れ
る
丘
状
の
エ
リ
ア
で

は
、
直
径
20
ｍ
の
リ
ン
グ
状
の
花
壇
に
、
市
民
50
人

が
「
セ
ン
セ
ー
シ
ョ
ン
」
と
「
ハ
ッ
ピ
ー
リ
ン
グ
」
の

2
種
類
の
コ
ス
モ
ス
の
種
を
蒔
き
ま
し
た
。
午
後
か

ら
は
市
役
所
に
お
い
て
、
ト
イ
レ
や
休
憩
所
の
模
型

を
使
い
、
整
備
計
画
の
説
明
が
行
わ
れ
、
参
加
者
と

の
意
見
交
換
を
行
い
ま
し
た
。

　

今
、ど
ん
な
種
を
蒔
く
か
に
よ
っ
て
、「
氷
見
市
の
未

来
」は
創
ら
れ
ま
す
。多
世
代
の
市
民
の
皆
さ
ん
と
一

緒
に
な
っ
て
蒔
い
た
種
は
、「
氷
見
市
の
未
来
」を
創
る

第
一
歩
と
な
り
ま
し
た
。秋
の
開
花
が
楽
し
み
で
す
。

　

次
回
の
市
民
懇
談
会
は
、
8
月
22
日
㈯
、
23
日
㈰

を
予
定
し
て
い
ま
す
。

※
詳
細
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

●
問
合
せ　

都
市
計
画
・
ま
ち
の
グ
ラ
ン
ド
デ
ザ
イ

ン
課　

☎
74
―

8
0
7
8

松浪 理事長と本川市長

直径20ｍのコスモスリング

氷
見
市
と
学
校
法
人
日
本
体
育
大
学
が

「
体
育
・
ス
ポ
ー
ツ
の
振
興
に

 
関
す
る
協
定
」 

を
締
結
し
ま
し
た

朝
日
山
公
園
市
民
懇
談
会 

を

 

開
催
し
ま
し
た

ま
ち
づ
く
り
講
演
会

 

ひ
み
セ
ッ
シ
ョ
ン
Vol.
1
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48,682
45,621

42,409
39,209

35,980

29,760
26,971

24,358

15,000

25,000

35,000

45,000

55,000

65,000

75,000

高度成長期

昭和55年（1980年）
62,413人

平成22年（2010年）
51,713人

（人）

（人）

平成72年（2060年）
21,867人

石油危機 バブル
景気

バブル
崩壊

第２次ベビーブーム 平成52年（2040年）
32,767人

0

5,000

10,000

15,000

20,000

25,000

30,000

35,000

40,000

45,000

推　　計

実績（平成22年国勢調査まで）

（昭和46～49年）

昭和
55年 60年

平成
2年 7年 12年 17年 22年 27年 32年 37年 42年 47年 52年 57年 62年 67年 72年

60年
平成
2年 7年 12年 17年 22年 27年 32年 37年 42年 47年 52年 57年 62年 67年 72年

昭和
25年 30年 35年 40年 45年 50年 55年

実績（国勢調査） 推  　　計

生産年齢人口
（15～ 64歳）
41,272人

年少人口
（0～ 14歳）
13,387人

29,972人

15,864人

5,877人 2,643人

14,438人

15,686人

老年人口
（65歳以上）
7,754人

生産年齢人口
10,221人

老年人口
10,024人

年少人口
1,622人

み
ん
な
で
考
え
よ
う

 

氷
見
の
未
来

　

地
方
創
生
に
向
け
て
、
氷
見
市

で
は
「
氷
見
市
ま
ち
・
ひ
と
・
し

ご
と
創
生
総
合
戦
略
」
の
策
定
を

進
め
て
い
ま
す
。
そ
の
策
定
に
あ

た
っ
て
は
、
市
民
の
皆
さ
ん
を
は

じ
め
、
産
業
、
教
育
、
行
政
、
金

融
、
労
働
、
メ
デ
ィ
ア
な
ど
の
各

分
野
の
人
た
ち
に
参
画
い
た
だ

き
、
一
体
と
な
っ
て
取
り
組
ん
で

い
き
ま
す
。
７
月
２
日
に
は
、「
第

１
回
氷
見
市
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご

と
創
生
推
進
協
議
会
」
を
開
催

し
、
人
口
の
分
析
な
ど
の
説
明
を

行
い
ま
し
た
。

　

今
回
は
そ
の
資
料
を
も
と
に
、

氷
見
市
の
人
口
の
状
況
や
今
後
の

見
込
み
、
総
合
戦
略
の
策
定
の
進

め
方
に
つ
い
て
紹
介
し
ま
す
。

　

市
民
の
皆
さ
ん
一
人
ひ
と
り
が

こ
の
地
方
創
生
に
つ
い
て
考
え
て

い
き
ま
し
ょ
う
。

※ 

詳
細
に
つ
い
て
は
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

地
生創
方

第２回

・生産年齢人口の減少幅が大きく、平成 72年には老年人口
とほぼ同数になると推計されています。

・老年人口も平成 32年をピークに、緩やかに減少すると推
計されています。

・年少人口は、常に減少傾向で推移すると推計されています。

１ 

氷
見
市
の
人
口
に
つ
い
て

（1）人口の推移

（2）年齢区分別の人口の推移
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△2,500

△2,000

△1,500

△1,000

△500

0

500

1,000

1,500

2,000

2,500 転入者数（人） 転出者数（人） 社会増減

平成26年転入者数
752人

平成26年転出者数
1,040人

住民基本台帳法の改正により平
成24年7月より外国人（523人）
を含むこととなり、一時的に転
入者数増

昭和
45 47 49 51 53 55 57 59 61 63

平成
2 4 6 8 10 12 14 16 18 20 22 24 26

△1,000

△500

0

500

1,000

昭和
45 47 49 51 53 55 57 59 61 63

平成
2 4 6 8 10 12 14 16 18 20 22 24 26

出生数（人） 死亡数（人） 自然増減

1.42 1.40
1.37

合計特殊出生率

平成26年死亡数
721人

1,500

平成26年出生数
273人

平成元年に出生数と死
亡数が逆転し、自然減
となる

802
1046
1145
990
913
1147
1436
1733
1420
1338
1598
1923
2557
1752
1406
1445
1110
507
188

0-4
5-9
10-14
15-19
20-24
25-29
30-34
35-39
40-44
45-49
50-54
55-59
60-64
65-69
70-74
75-79
80-84
85-89
90

794
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1120
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862
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1296
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1446
1478
1631
2011
2527
1984
1898
2063
1695
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729

414
452
491
490
502
638
695
875
910
832
911
1021
1251
1471
1142
964
959
791
678
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392
431
463
469
488
584
653
771
859
801
796
966
1174
1462
1321
1284
1280
1279
1807

2161
2573
2179
1866
1534
2063
2851
2067
1801
2272
2202
1739
1474
1344
961
587
271
85
23

0-4
5-9
10-14
15-19
20-24
25-29
30-34
35-39
40-44
45-49
50-54
55-59
60-64
65-69
70-74
75-79
80-84
85-89
90

2002
2422
2050
1818
1728
2110
2718
2162
2139
2475
2382
2134
1737
1691
1238
908
439
164
43

平成22年（2010年）実績
人口 51,713人

平成52年（2040年）推計
人口 32,767人

女性 27,257人

昭和55年（1980年）実績
人口 62,413人

男性 15,487人 女性 17,280人女性　32,360人

団塊の世代団塊の世代

団塊の世代Jr団塊の世代Jr

団塊の世代Jr団塊の世代Jr

団塊の世代団塊の世代

男性　30,053人 男性　24,456人

昭和63年までは、出生数
が死亡数を上回る自然増
でしたが、それ以降は自
然減で推移しています。

これまで、常に転出者数
が転入数を上回る社会減
で推移しています。

（1）～（3）の人口の推計は、平成52年までは国立社会保障・人口問題研究所により全国の移動率が今後一定程度縮小すると仮定して推計されたもので、
平成53年以降はそれに準拠して推計された国の地域経済分析システムによるものです。

区分別人口数の変化
1980年

➡

2010年

➡

2040年
年少人口 13,387人 5,877人 2,643人
生産年齢人口 41,272人 29,972人 15,686人
老年人口 7,754人 15,864人 14,438人
人口計 62,413人 51,713人 32,767人

区分別人口比率の変化
1980年

➡

2010年

➡

2040年
年少人口 21.5% 11.3% 8.1%
生産年齢人口 66.1% 58.0% 47.9%
老年人口 12.4% 30.7% 44.0%

（3）人口ピラミッドの変化

（4）自然増減の推移

（5）社会増減の推移

平成 52年（2040年）には、老年人口が多く、年少人口が極端に
少ない歪

いびつ

な形になることが見込まれています。

9　広報ひみ 2015. 8



⑴
基
本
的
な
考
え
方

　

人
口
減
少
が
進
み
、
地
域
社
会
の
維
持
や
労
働
力
の

減
少
、
地
域
経
済
の
衰
退
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
面
で
の

影
響
が
懸
念
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

氷
見
市
で
は
、
地
方
創
生
の
位
置
づ
け
に
つ
い
て
議

論
を
重
ね
て
き
ま
し
た
。
私
た
ち
の
議
論
は
、
人
口
が

減
る
と
い
う
こ
と
だ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
人
口
が
減

少
し
た
と
し
て
も
、
そ
の
後
、「
自
立
的
に
生
き
て
い

く
力
を
備
え
て
い
る
」
こ
と
が
氷
見
市
に
求
め
ら
れ
て

い
る
「
解か
い

」
で
あ
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

す
な
わ
ち
、
将
来
的
に
人
口
が
3
万
人
に
減
っ
た
と

し
て
も
、
Ｐ
Ｄ
Ｃ
Ａ
サ
イ
ク
ル
を
回
し
な
が
ら
、
目
標

と
す
る
25
年
後
の
平
成
52
年
（
２
０
４
０
年
）
ま
で
の

準
備
に
よ
っ
て
、
企
業
を
お
こ
す
力
や
人
々
と
つ
な
が

り
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
す
る
力
を
蓄
え
、
都
会
の

人
た
ち
が
積
極
的
に
挑
戦
す
る
こ
と
が
で
き
る
土
壌
を

蓄
え
て
い
た
時
、
一
旦
は
減
少
し
た
人
口
が
徐
々
に

回
復
し
、
小
さ
な
政
府
を
実
現
し
ま
す
。
平
成
52
年

（
２
０
４
０
年
）
ま
で
人
口
は
減
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん

が
、
そ
の
後
は
回
復
す
る
、
そ
の
た
め
の
シ
ナ
リ
オ
を

描
い
て
い
き
ま
す
。

　

そ
の
第
一
歩
と
し
て
、
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
創
生

法
に
基
づ
き
、
国
や
県
が
策
定
す
る
「
ま
ち
・
ひ
と
・

し
ご
と
創
生
総
合
戦
略
」
を
考
慮
し
な
が
ら
、
本
市
の

実
情
と
特
性
を
踏
ま
え
、
人
口
・
経
済
・
地
域
社
会
の

課
題
に
一
体
的
に
取
り
組
む
た
め
、「
氷
見
市
ま
ち
・

ひ
と
・
し
ご
と
創
生
総
合
戦
略
」
を
策
定
し
ま
す
。

現状分析
将来展望

基本目標
数値目標KPI

総合戦略
人口ビジョン

氷見市まち・ひと･しごと
創生本部（本部長：市長）

・本部会議
・専門部会
・庁内若手職員
インタビュー

創生本部
事務局

・シティマネー
　ジャー
・専門
　アドバイザー

まちづくりふれあいトーク

地区別
トーク

分野別
世代別
トーク

中高生
未来対話

氷見市議会

常任委員会
人口減少
対策等
特別委員会

公共施設
利活用等
特別委員会

基本目標 中間案8/14㈮ 提出10/31㈯
戦略
素案

意見
提言

長 期
ビジョン
総合戦略

国 人 口
ビジョン
総合戦略

県

パブリックコメント

住民＋産官学金労言の参画 PDCAサイクルの整備

地方創生ラボ

氷見市
×

慶應SFC連携
協力

氷見市まち･ひと･しごと
創生推進協議会

意見
提言
修正等

戦略推進 効果検証 戦略改定

パートナーシップ・一体となって推進

客観的データ
地域経済分析システム

複眼思考
積極戦略・調整戦略

氷見市まち･ひと･しごと創生
総合戦略（2015年－2019年）

氷見市人口ビジョン（2060年）

産業界メディア

労働
団体

教育
機関

行 政

金融
機関

住
民

産業界メディア

労働
団体

教育
機関

行 政

金融
機関

住
民

計画
PLAN

実行
DO

評価
CHECK

行動
ACTION

計画
PLAN

実行
DO

評価
CHECK

行動
ACTION

⑵
氷
見
市
ま
ち
･
ひ
と
･
し
ご
と
創
生
推
進
体
制

　

総
合
戦
略
は
、
皆
さ
ん
の
意
見
を
も
と
に
作
り
上
げ
て

い
き
ま
す
。
ぜ
ひ
、
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

宇
波
地
区　

8
月
9
日
㈰　

午
後
2
時
〜 

宇
波
公
民
館

余
川
地
区　

8
月
12
日
㈬　

午
後
7
時
〜

 

余
川
営
農
研
修
会
館

阿
尾
地
区　

8
月
22
日
㈯　

午
後
2
時
〜 

阿
尾
公
民
館

加
納
地
区　

8
月
26
日
㈬　

午
後
7
時
〜

 

加
納
地
域
ま
ち
づ
く
り
セ
ン
タ
ー

朝
日
丘
地
区　

8
月
28
日
㈮　

午
後
7
時
〜 

中
央
公
民
館

●
問
合
せ　

秘
書
・
市
民
情
報
課　

☎
74

－

8
0
1
2

　

７
月
１
日
付
け
で
宮
本
祐
輔
さ
ん
が
地
方
創
生
政
策
監

に
就
任
し
ま
し
た
。
地
方
創
生
に
関
し
、
ま
ち
・
ひ
と
・

し
ご
と
創
生
総
合
戦
略
の
策
定
や
、
総
合
戦
略
の
施
策
の

推
進
の
業
務
に
従
事
し
ま
す
。

　

宮
本
さ
ん
は
、
就
任
あ
い
さ
つ
で
「
今
ま
で
の
業
務
で

培
っ
た
戦
略
策
定
や
デ
ー
タ
分
析
な
ど
の
ノ
ウ
ハ
ウ
を
活

か
し
な
が
ら
、
氷
見
市
の
創
生
総
合
戦
略
の
策
定
を
行

い
た
い
と
思
い
ま
す
。
私
が
得
意
と
す
る
分
野
に
皆
様
の

知
見
や
知
恵
を
合
わ
せ
、
氷
見
市
な
ら
で
は
の
戦
略
を
立

案
・
推
進
で
き
る
よ
う
に
努
力
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま

す
」
と
語
り
ま
し
た
。

●
問
合
せ　

地
方
創
生
と
自
治
へ
の
未
来
対
話
推
進
課

　
　
　
　
　

☎
74

－

8
0
1
1

８
月
の
ふ
れ
あ
い
ト
ー
ク
の
日
程

地
方
創
生
政
策
監
に

宮
本
祐
輔
さ
ん
が
就
任
し
ま
し
た
！

宮本　祐輔さん
大分県生まれ、佐賀県育
ち。東海旅客鉄道㈱（JR
東海）を経て三菱UFJリ
サーチ＆コンサルティン
グ㈱でコンサルタントと
して働いていました。

２ 
総
合
戦
略
の
策
定
の
進
め
方

10



Monthly Pick up Information & News
　

自
治
基
本
条
例
策
定
に
向
け
た
本
格
的

な
検
討
を
始
め
る
た
め
、
7
月
12
日
に
、

氷
見
市
自
治
基
本
条
例
検
討
委
員
会
を
ス

タ
ー
ト
さ
せ
ま
し
た
。
同
委
員
会
の
委
員

の
土
山
希
美
枝
氏
に
、
自
治
基
本
条
例
に

つ
い
て
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
を
し
ま
し
た
。

※
自
治
基
本
条
例
検
討
委
員
会
の
様
子
は
、
市

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
な
ど
で
随
時
公
開
し
ま
す
。

Q
　「
自
治
基
本
条
例
」
と
は
、
ど
の
よ

う
な
条
例
で
す
か
？

A
　「
自
治
体
を
運
営
す
る
基
本
と
な
る

方
針
と
仕
組
み
」
で
し
ょ
う
か
。
自
治
体

の
憲
法
と
も
い
わ
れ
ま
す
。

　

自
治
体
は
、
市
民
生
活
に
と
っ
て
重
要

な
存
在
で
す
。
た
と
え
ば
放
漫
な
経
営
で

財
を
無
駄
に
し
た
り
、
取
り
組
む
べ
き
課

題
が
放
置
さ
れ
た
り
、
市
民
の
声
を
聴
か

ず
自
分
た
ち
の
思
い
込
み
だ
け
で
決
め
た

り
す
る
と
困
り
ま
す
。
前
向
き
に
い
う
と
、

効
果
的
に
財
源
を
使
っ
て
取
り
組
む
べ
き

課
題
に
向
か
い
合
い
、
市
民
参
加
や
情
報

公
開
を
進
め
て
い
っ
て
ほ
し
い
。
そ
の
他

に
も
、
市
民
に
と
っ
て
こ
う
い
う
存
在
で

あ
っ
て
ほ
し
い
と
い
う
内
容
が
あ
る
と
思

い
ま
す
。
そ
れ
ら
を
方
針
と
し
、
そ
の
方

針
を
実
現
す
る
仕
組
み
と
と
も
に
ル
ー
ル

化
し
ま
し
ょ
う
、
と
い
う
も
の
で
す
。

Q
　
自
治
基
本
条
例
を
策
定
し
た
こ
と
に

よ
り
、
取
り
組
み
に
変
化
が
あ
っ
た
自
治

体
は
あ
り
ま
す
か
？

A
　
条
例
に
す
る
と
い
う
こ
と
は
、
そ
こ

に
書
い
た
こ
と
を
実
現
す
る
と
い
う
こ
と

で
す
。
基
本
条
例
を
受
け
て
財
政
を
健
全

に
保
つ
た
め
の
条
例
を
つ
く
っ
た
例
も
あ

り
ま
す
し
、
市
長
か
ら
の
提
案
が
十
分
に

市
民
参
加
を
経
て
い
な
い
と
議
会
か
ら
指

摘
さ
れ
や
り
直
し
た
例
、
総
合
計
画
に
財

政
推
計
を
盛
り
込
む
よ
う
に
し
た
例
も
あ

り
ま
す
。

　

た
だ
、
理
念
だ
け
書
い
た
骨
抜
き
の
条

例
も
あ
り
ま
す
。
そ
う
な
る
と
、
何
も
変

わ
り
ま
せ
ん
ね
。

Q
　
今
後
、
自
治
基
本
条
例
を
策
定
す
る

上
で
重
要
な
こ
と
は
何
で
す
か
？

A
　「
効
く
条
例
」
に
す
る
と
い
う
こ
と

で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
し
っ
か
り
と
話

し
合
い
、
氷
見
市
に
合
っ
た
条
例
に
す
る

こ
と
が
必
要
で
す
。
氷
見
市
と
い
う
自
治

体
を
、
市
長
や
議
会
に
ど
う
運
営
し
て
ほ

し
い
の
か
、
そ
の
姿
を
描
い
て
、
そ
の
た

め
に
ど
ん
な
仕
組
み
が
必
要
な
の
か
を
検

討
す
る
。
市
の
オ
ー
ナ
ー
で
あ
る
市
民
が
、

し
か
も
多
様
な
市
民
が
議
論
す
る
こ
と
は

も
ち
ろ
ん
、
実
際
に
市
政
運
営
を
担
う

行
政
や
議
会
の
声
を
聴
く
こ
と
も
必
要
で

し
ょ
う
。
そ
れ
ら
を
通
じ
て
、
目
指
す
未

来
も
ま
た
共
有
さ
れ
る
は
ず
で
す
。
そ
の

創
造
的
な
一
歩
が
ス
タ
ー
ト
す
る
こ
と
を

楽
し
み
に
し
て
い
ま
す
。

●
問
合
せ

地
方
創
生
と
自
治
へ
の
未
来
対
話
推
進
課

☎
74
―

8
0
1
3

M
ail:chihousousei@

city.him
i.lg.jp

　

中
央
町
交
差
点
角
（
ま
る
ご
と
氷
見
2
号

館
跡
）
に
9
月
に
オ
ー
プ
ン
す
る
施
設
の

名
称
を
募
集
し
ま
す
。

（
例
） 

福
井
市
ま
ち
づ
く
り
セ
ン
タ
ー

 

　

 

「
ふ
く
＋
」（
福
井
市
）

 

富
山
ま
ち
な
か
研
究
室

 

　

 

Ｍ
Ａ
Ｇ
．n
e
t
（
富
山
市
）

施
設
の
コ
ン
セ
プ
ト

ま
ち
づ
く
り
の
勉
強
・
実
践
の
場

・ 

過
去
〜
現
在
〜
未
来
の
ま
ち
の
歴
史
が

見
え
る

・
現
在
進
行
中
の
ま
ち
づ
く
り
が
見
え
る

・ 

専
門
家
が
集
い
、

ま
ち
の
未
来
を
創

造
す
る

採
用
さ
れ
た
人
に

は
、
記
念
品
を
贈
呈

し
ま
す
。

●
問
合
せ
・
申
込　

8
月
18
日
㈫
ま
で
に

ハ
ガ
キ
や
メ
ー
ル
で
次
の
必
要
事
項
を
お

知
ら
せ
く
だ
さ
い
。

①
名
称 

②
住
所 

③
氏
名 

④
年
齢 

⑤
職

業 

⑥
電
話
番
号

〒
9
3
5
―

8
6
8
6
（
住
所
記
載
不
要
）

地
方
創
生
と
自
治
へ
の
未
来
対
話
推
進
課

☎
74
―

8
0
7
5

M
ail:chihousousei@

city.him
i.lg.jp

【土山希美枝氏の
 プロフィール】
1971年、北海道芦別市生まれ。
法政大学大学院・社会科学研究
科政治学専攻（博士号取得）、
明治大学非常勤講師、川崎市総
合計画課題専門調査員などを経
て、2001 年から、龍谷大学法
学部助教授、職名変更により
2007年から准教授。2011年4
月、政策学部の新設にともない
異動、現在に至る。

氷
見
市
自
治
基
本
条
例
検
討
委
員
会 

委
員

土
山 

希
美
枝 

氏 

イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

氷
見
市
ま
ち
づ
く
り
バ
ン
ク

 

（
仮
称
）の
名
称
募
集
！

 

（
龍
谷
大
学
政
策
学
部
准
教
授
）

〜
わ
た
し
た
ち
の
ま
ち
を
支
え
る

 

ル
ー
ル
を
考
え
よ
う
〜
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Monthly Pick up Information & News

社会保障
年金 労働 災害対策税

医療 福祉

・年金の資格取得や確認、給付
・雇用保険の資格取得や確認、給付
・ハローワークの事務
・医療保険の給付の請求
・福祉分野の給付、生活保護　など

・税務当局に提出する申告
書、届出書、調書などに
記載
・税務当局の内部事務

など

・被災者生活再建支援金の
支給
・被災者台帳の作成事務

など

利用範囲

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
制
度
っ
て
何
？

　

社
会
保
障
や
税
制
度
の
効
率
性
・
透

明
性
を
高
め
る
た
め
、
国
が
進
め
る

「
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
制
度
」
に
つ
い
て
、

今
月
か
ら
3
回
に
わ
た
っ
て
連
載
し
ま

す
。
今
回
は
、
制
度
の
概
要
を
紹
介
し

ま
す
。

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
と
は

　
「
マ
イ
ナ
ン
バ
ー（
個
人
番
号
）」は
、住
民

票
を
有
す
る
人
が
1
人
に
1
つ
ず
つ
持
つ

12
桁
の
番
号
の
こ
と
で
す
。私
た
ち
の
暮
ら

し
に
身
近
な
福
祉
や
年
金
、税
金
な
ど
さ

ま
ざ
ま
な
分
野
で「
同
じ
人
の
情
報
」で
あ

る
こ
と
を
確
認
す
る
た
め
に
使
い
ま
す
。

目
　
的

　

適
正
な
税
負
担
と
適
切
な
社
会
保
障
給

付
を
実
現
す
る
と
と
も
に
、
市
民
の
皆
さ

ん
の
利
便
性
の
向
上
を
図
る
こ
と
な
ど
を

目
指
し
ま
す
。

利
用
範
囲

　

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
法
に
規
定
さ
れ
た
社
会

保
障
や
税
、
災
害
対
策
分
野
な
ど
に
お

い
て
利
用
さ
れ
ま
す
。
こ
の
ほ
か
に
、
市

区
町
村
が
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
を
独
自
に
利
用

し
た
い
場
合
に
は
、
こ
れ
ら
に
類
す
る
事

務
で
、
条
例
で
定
め
る
も
の
に
マ
イ
ナ
ン

バ
ー
を
利
用
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

メ
リ
ッ
ト

・
行
政
サ
ー
ビ
ス
に
お
け
る
申
請
時
の
添

付
書
類
の
簡
素
化
（
省
略
化
）
が
図
ら
れ
、

市
民
の
皆
さ
ん
の
負
担
が
軽
減
さ
れ
ま
す
。

・
行
政
機
関
が
保
有
す
る
自
分
の
情
報
を

確
認
し
た
り
、
行
政
機
関
か
ら
さ
ま
ざ
ま

な
サ
ー
ビ
ス
の
お
知
ら
せ
を
受
け
取
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。

・
よ
り
正
確
に
行
政
サ
ー
ビ
ス
の
受
給
状

況
な
ど
が
把
握
可
能
と
な
り
、
本
当
に

困
っ
て
い
る
人
に
き
め
細
や
か
な
支
援
が

で
き
ま
す
。

今
後
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

　

カ
ー
ド
は
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
の
確
認
だ

け
で
な
く
、
顔
写
真
付
き
な
の
で
身
分
証

明
書
と
し
て
も
使
え
ま
す
。
ま
た
、
コ
ン

ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
で
住
民
票
な
ど
の
証

明
書
を
発
行
で
き
ま
す
。（
平
成
28
年
3
月

開
始
予
定
）

※
詳
細
に
つ
い
て
は
、
9
月
号
で
お
知
ら
せ
し
ま

す
。

●
問
合
せ 

総
務
課　

☎
74
―

8
0
3
3

 

市
民
課　

☎
74
―

8
0
5
1

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
制
度
の
お
問
い
合
わ

せ
は
、
国
の
コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー
へ

午
前
9
時
〜
午
後
5
時
30
分
（
土
・
日
曜
・

祝
日
、
年
末
年
始
を
除
く
）

日
本
語 

☎
0
5
7
0
―

20
―

0
1
7
8

外
国
語（
英
語
・
中
国
語
・
ス
ペ
イ
ン
語
・
ポ
ル

ト
ガ
ル
語
） 

☎
0
5
7
0
―

20
―

0
2
9
1

第１回

マイナンバー
キャラクター
マイナちゃん

※個人番号カードイメージ

表面

裏面

申請
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介
護
保
険
法
の
改
正
に
伴
い
、
介
護
保

険
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
す
る
際
の
利
用
者
負

担
な
ど
が
、
8
月
1
日
か
ら
次
の
よ
う
に

変
わ
り
ま
す
。

変
更
①

　
負
担
割
合

　
一
定
以
上
の
所
得
が
あ
る
人
は
、
介
護

サ
ー
ビ
ス
を
利
用
す
る
際
の
負
担
割
合
が

1
割
か
ら
2
割
に
変
更
に
な
り
ま
す
。

2
割
負
担
と
な
る
場
合
の
基
準

・
本
人
の
収
入
が
年
金
の
み
の
場
合
は
、

年
収
2
8
0
万
円
以
上

・
本
人
に
年
金
以
外
の
収
入
が
あ
る
場
合

は
、
合
計
所
得
金
額
が
1
6
0
万
円
以

上
※
同
一
世
帯
の
65
歳
以
上
の
人
の
所
得
が
低
い
場

合
な
ど
は
、
1
割
負
担
に
な
る
場
合
が
あ
り

ま
す
。

※
65
歳
未
満
の
人
ま
た
は
住
民
税
が
非
課
税
の

人
は
、
従
来
ど
お
り
1
割
負
担
で
す
。

介
護
保
険
負
担
割
合
証
を
送
付
し
ま
す

　

介
護
認
定
を
受
け
て
い
る
人
全
員
に
、

自
身
の
負
担
割
合
が
分
か
る
介
護
保
険
負

担
割
合
証
を
、
7
月
末
に
送
付
し
ま
す
。

　

こ
の
負
担
割
合
証
は
、
サ
ー
ビ
ス
を
利

用
す
る
際
に
必
要
で
す
。
保
険
証
と
併
せ

て
、
ケ
ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー
や
サ
ー
ビ
ス
事
業

所
に
提
示
し
て
く
だ
さ
い
。

負
担
割
合
は
こ
ち
ら
に
記
載
さ
れ
て
い
ま
す
。

変
更
②

　
高
額
サ
ー
ビ
ス
費
の
上
限

　

世
帯
内
に
現
役
世
代
並
の
所
得
が
あ
る

高
齢
者
が
い
る
場
合
、
上
限
が
引
き
上
げ

ら
れ
ま
す
。

※
次
の
人
は
、
申
請
に
よ
り
月
々
の
負
担
の
上
限

が
従
来
ど
お
り
3
7
，2
0
0
円
に
な
り
ま
す
。

①
同
一
世
帯
内
に
65
歳
以
上
の
人
が
1
人

の
場
合
は
そ
の
人
の
収
入
が
3
8
3
万

円
未
満

②
同
一
世
帯
内
に
65
歳
以
上
の
人
が
2

人
以
上
い
る
場
合
は
収
入
の
合
計
が

5
2
0
万
円
未
満

変
更
③
　
介
護
施
設
の
食
費
・

 
居
住
費
の
負
担
軽
減
の
基
準

　

介
護
施
設
の
食
費
・
部
屋
代
の
負
担
軽

減
を
受
け
る
た
め
の
基
準
と
し
て
、
次
の

（
イ
）、（
ウ
）
が
追
加
に
な
り
ま
し
た
。
判

定
基
準
を
全
て
満
た
す
場
合
に
、
負
担
軽

減
の
対
象
と
な
り
ま
す
。

（
ア
）
住
民
税
非
課
税
世
帯

（
イ
）
配
偶
者
が
別
世
帯
の
場
合
は
、
配
偶

者
の
住
民
税
が
非
課
税

（
ウ
）
預
貯
金
な
ど
（
現
金
、
有
価
証
券
な
ど

を
含
む
。）
が
、
配
偶
者
が
い
る
場
合
は

夫
婦
で
合
計
2
，0
0
0
万
円
以
下
、

い
な
い
場
合
は
1
，0
0
0
万
円
以
下

変
更
④

　
特
養（
多
床
室
）の
居
住
費

　

住
民
税
課
税
世
帯
の
人
、
ま
た
は
、
食

費
や
居
住
費
の
負
担
軽
減
措
置
を
受
け
て

い
な
い
人
は
、
居
住
費
が
値
上
が
り
す
る

場
合
が
あ
り
ま
す
。

※
具
体
的
な
金
額
に
つ
い
て
は
、
各
施
設
に
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

●
問
合
せ　

福
祉
介
護
課

　
　
　
　
　

☎
74
―

8
0
6
6

介
護
保
険
サ
ー
ビ
ス
の

 

費
用
負
担
が
変
わ
り
ま
す

８
月
か
ら

区　　　分 月々の負担の上限
現役並所得者に相当する
高齢者がいる世帯の人

44,400円（世帯）
 【新規】

住民税課税世帯の人 37,200円（世帯）
住民税非課税世帯の人 24,600円（世帯）
・老齢福祉年金を受給し
ている人
・公的年金等の収入金額
と合計所得金額の合計
が80万円以下の人

24,600円（世帯）
15,000円（個人）

生活保護の受給者など 15,000円（個人）

13　広報ひみ 2015. 8
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ひ
と
り
親
家
庭
な
ど
の
生
活
の
維

持
や
仕
事
と
家
事
・
育
児
の
両
立
な

ど
を
支
援
す
る
た
め
、
次
の
制
度
が

あ
り
ま
す
。

児
童
扶
養
手
当
の
支
給

対
象　

次
の
条
件
に
あ
て
は
ま
る
児

童
を
養
育
し
て
い
る
人

①
父
母
が
離
婚
し
た
後
、
父
母
の
一

方
と
生
計
を
別
に
し
て
い
る
児
童

②
父
ま
た
は
母
が
死
亡
も
し
く
は
生

死
が
明
ら
か
で
は
な
い
児
童

③
父
ま
た
は
母
が
重
度
の
障
害
の
状

態
に
あ
る
児
童

④
母
が
婚
姻
に
よ
ら
な
い
で
出
生
し

た
児
童

⑤
そ
の
他　

①
〜
④
に
準
ず
る
状
態

に
あ
る
児
童
で
、
政
令
で
定
め
る

も
の

月
額
支
給
額
（
平
成
27
年
4
月
分
か
ら
）

■
全
部
支
給　

4
2
，0
0
0
円

■
一
部
支
給　

9
，9
1
0
円

 

〜
4
1
，9
9
0
円

※
児
童
が
2
人
の
場
合
は
月
額
5
千
円
、

3
人
目
以
降
は
3
千
円
ず
つ
加
算
さ
れ

ま
す
。

※
支
給
額
は
物
価
の
変
動
に
よ
り
改
定
さ

れ
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

※
申
請
者
本
人
や
生
計
同
一
で
あ
る
親
族

の
前
年
分
の
所
得
金
額
が
、
法
律
で
定

め
ら
れ
た
制
限
額
を
超
え
る
と
、
手
当

の
一
部
ま
た
は
全
部
が
支
給
停
止
と
な

り
ま
す
。

※
申
請
者
や
児
童
が
公
的
年
金
（
障
害
年

金
や
遺
族
年
金
な
ど
）
を
受
給
し
て
い

て
も
、
対
象
と
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

支
給
期
間　

申
請
が
完
了
し
た
翌
月

か
ら
児
童
が
18
歳
に
達
す
る
年
度
末

ま
で

医
療
費
の
助
成

対
象　

18
歳
に
達
す
る
年
度
末
ま
で

の
児
童
と
そ
の
保
護
者

助
成
内
容　

保
険
適
用
診
療
の
自
己

負
担
分

※
所
得
制
限
な
ど
の
条
件
に
よ
り
助
成
で

き
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。

そ
の
他
の
支
援
事
業

■
遺
児
福
祉
金
の
給
付
（
対
象
は
義

務
教
育
終
了
前
の
児
童
で
年
1
回
）

■
小
中
学
校
入
学
・
卒
業
祝
の
給
付

■
フ
ァ
ミ
リ
ー
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー

の
利
用
費
助
成
（
対
象
：
小
学
生
以

下
）

■
ひ
と
り
親
家
庭
の
親
へ
の
高
等
職

業
訓
練
促
進
給
付
金
の
支
給
や
各

種
貸
付
制
度
な
ど

　

受
給
資
格
の
認
定
を
受
け
て
い
る
人
（
支
給
停
止
中
も
含

む
）
は
、
毎
年
8
月
に
手
続
き
が
必
要
で
す
。
8
月
初
旬

ま
で
に
必
要
書
類
を
送
付
し
ま
す
の
で
、
受
付
期
間
中
に

提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

※
提
出
が
な
い
場
合
は
、
8
月
分
以
降
の
手
当
を
受
け
る
こ
と
が

で
き
ま
せ
ん
の
で
、
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

※
受
付
場
所
は
送
付
さ
れ
る
案
内
で
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

　

身
体
や
精
神
に
中
程
度
以
上
の
障
害
が

あ
る
子
ど
も
（
20
歳
未
満
）
を
監
護
し
て

い
る
父
母
ま
た
は
養
育
者
に
対
し
て
支
給

さ
れ
る
手
当
で
す
。
申
請
を
希
望
す
る
人

は
、
事
前
に
子
育
て
支
援
課
へ
ご
相
談
く

だ
さ
い
。

月
額
支
給
額
（
児
童
1
人
あ
た
り
）

■
1
級（
重
度
障
害
児
）　

5
1
，1
0
0
円

■
2
級（
中
度
障
害
児
）　

3
4
，0
3
0
円

※
物
価
の
変
動
に
よ
り
改
定
さ
れ
る
場
合
が
あ
り

ま
す
。

※
障
害
を
支
給
事
由
と
す
る
公
的
年
金
を
受
け

る
こ
と
が
で
き
る
場
合
や
児
童
福
祉
施
設
に
入

所
し
て
い
る
場
合
は
、
支
給
で
き
ま
せ
ん
。

※
所
得
制
限
が
あ
り
、
支
給
で
き
な
い
場
合
が
あ

り
ま
す
。

児
童
扶
養
手
当 

な
ど
を
ご
存
じ
で
す
か
？

特
別
児
童
扶
養
手
当 

を
ご
存
じ
で
す
か
？

児
童
扶
養
手
当
・

特
別
児
童
扶
養
手
当
の 

現
況
届 

を
提
出
し
ま
し
ょ
う
！

●問合せ　子育て支援課　☎74－8117

区　

分

対　
　

象

受
付
期
間

（
土
・
日
曜
日
は
除
く
）

児　
　

童

扶
養
手
当
ひ
と
り
親
家
庭
な
ど

8
月
3
日
㈪

 

〜
31
日
㈪

特
別
児
童

扶
養
手
当
中
程
度
以
上
の
障
害
が

あ
る
子
ど
も
の
い
る
家
庭

8
月
11
日
㈫

 

〜
9
月
10
日
㈭
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６
月
市
議
会
定
例
会
は
、６
月
15
日
に
開

会
し
、26
日
ま
で
の
12
日
間
の
会
期
で
行
わ

れ
ま
し
た
。提
出
さ
れ
た
議
案
な
ど
に
つ
い

て
慎
重
に
審
議
さ
れ
、そ
れ
ぞ
れ
可
決
・
承

認
さ
れ
ま
し
た
。主
な
内
容
は
次
の
と
お
り

で
す
。 

（
■
議
案　

●
報
告
）

予
算
関
係

■
一
般
会
計
補
正
予
算（
第
２
号
）

 

６
，５
０
７
万
円

・
地
方
創
生
ラ
ボ
に
よ
る
実
践
プ
ロ
グ
ラ
ム

開
発
事
業
費《
新
規
》 

４
７
５
万
円

　

大
学
と
連
携
し
、地
域
の
課
題
解
決
や
地

域
お
こ
し
活
動
に
取
り
組
み
ま
す
。

・
地
方
創
生
企
業
人
材
招
聘
プ
ロ
グ
ラ
ム
事

業
費《
新
規
》 

４
０
１
万
円

　

地
方
創
生
に
向
け
て
、地
域
活
性
化
な
ど

の
取
組
み
を
効
果
的
・
効
率
的
に
展
開
す
る

た
め
、企
業
か
ら
人
材
を
招
聘
し
ま
す
。

・
文
化
振
興
ビ
ジ
ョ
ン
検
討
事
業
費

 
 

４
１
１
万
円

　

文
化
振
興
の
方
向
性
を
明
ら
か
に
す
る
文

化
条
例
と
、そ
の
実
現
に
向
け
た
文
化
振
興

マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
を
策
定
し
ま
す
。

・
地
域
セ
ー
フ
テ
ィ
ネ
ッ
ト
活
性
化
事
業
費

　
《
新
規
》 

１
９
７
万
円

　

社
会
的
孤
立
な
ど
の
福
祉
的
課
題
の
実
態

把
握
や
そ
の
対
応
策
を
検
討
し
ま
す
。

・
富
山
大
学
理
学
部
・
氷
見
市
連
携
研
究
室

等
活
用
事
業
費 

１
３
３
万
円

　

10
月
初
旬
に
保
護
池
へ
イ
タ
セ
ン
パ
ラ
を

放
流
す
る
イ
ベ
ン
ト
を
開
催
し
ま
す
。

・
コ
ン
ビ
ニ
交
付
サ
ー
ビ
ス
導
入
事
業
費

　
《
新
規
》 

２
４
３
万
円

　

個
人
番
号
カ
ー
ド
を
所
有
し
て
い
る
方

が
、平
成
28
年
3
月
1
日
か
ら
全
国
の
最
寄

り
の
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
で
、住
民

票
・
印
鑑
証
明
書
な
ど
を
取
得
で
き
る
シ
ス

テ
ム
を
導
入
し
ま
す
。

・
西
部
清
掃
セ
ン
タ
ー
管
理
運
営
事
業
費

 

1
，０
６
６
万
円

　

西
部
清
掃
セ
ン
タ
ー
の
環
境
・
汚
染
調
査

分
析
お
よ
び
解
体
撤
去
工
事
の
計
画
作
成
、

設
計
業
務
を
委
託
し
、解
体
に
要
す
る
概
算

費
用
を
把
握
し
ま
す
。

・
寄
附
金
各
基
金
積
立
金 

２
０
６
万
円

・
そ
の
他 

３
，３
７
5
万
円

■
介
護
保
険
特
別
会
計
補
正
予
算（
第
1
号
）

　

◎
保
険
事
業
勘
定　

歳
入
・
歳
出

 

△
８
，４
６
４
万
円

条
例
関
係
な
ど

■
氷
見
市
半
島
振
興
対
策
実
施
地
域
に
お
け

る
市
税
の
特
別
措
置
に
関
す
る
条
例
の
一

部
改
正

■
氷
見
市
介
護
保
険
条
例
の
一
部
改
正

■
氷
見
市
国
民
健
康
保
険
税
条
例
の
一
部
改
正

■
市
道
路
線
の
認
定
お
よ
び
変
更

■
能
越
自
動
車
道
氷
見
南
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン

ジ（
仮
称
）整
備
工
事（
国
土
交
通
省
委
託
）の

委
託
契
約
の
締
結

■
市
道
氷
見
南
イ
ン
タ
ー
線
橋
梁
上
部
工
事

の
請
負
契
約
の
締
結

■
物
品
の
取
得

●
地
方
自
治
法
第
１
７
９
条
に
よ
る
専
決
処
分

●
地
方
自
治
法
第
１
８
０
条
に
よ
る
専
決
処
分

●
平
成
26
年
度
氷
見
市
一
般
会
計
繰
越
明
許

費
繰
越
計
算
書

●
平
成
26
年
度
氷
見
市
一
般
会
計
事
故
繰
越

し
繰
越
計
算
書

●
平
成
26
年
度
氷
見
市
国
民
健
康
保
険
特
別

会
計
繰
越
明
許
費
繰
越
計
算
書

●
平
成
26
年
度
氷
見
市
下
水
道
特
別
会
計
繰

越
明
許
費
繰
越
計
算
書

●
平
成
26
年
度
氷
見
市
介
護
保
険
特
別
会
計

繰
越
明
許
費
繰
越
計
算
書

●
平
成
26
年
度
氷
見
市
後
期
高
齢
者
医
療
事

業
特
別
会
計
繰
越
明
許
費
繰
越
計
算
書

●
平
成
26
年
度
氷
見
市
土
地
開
発
公
社
の
事

業
報
告
お
よ
び
決
算

●
平
成
27
年
度
氷
見
市
土
地
開
発
公
社
の
事

業
計
画
お
よ
び
予
算

●
平
成
26
年
度
公
益
財
団
法
人
氷
見
市
体
育

協
会
の
事
業
報
告
お
よ
び
決
算

●
平
成
27
年
度
公
益
財
団
法
人
氷
見
市
体
育

協
会
の
事
業
計
画
お
よ
び
予
算

●
平
成
26
年
度
一
般
財
団
法
人
氷
見
市
花
と

緑
の
ま
ち
づ
く
り
協
会
の
事
業
報
告
お
よ

び
決
算

●
平
成
27
年
度
一
般
財
団
法
人
氷
見
市
花
と

緑
の
ま
ち
づ
く
り
協
会
の
事
業
計
画
お
よ

び
予
算

人
事
関
係

■
氷
見
市
教
育
委
員
会
委
員
の
任
命

　

 

森　

 

節
子
氏（
柳
田
）　

新
任

■
氷
見
市
固
定
資
産
評
価
員
の
選
任

 

桶
元 

勝
範
氏（
本
町
）　

新
任

議
員
提
出
議
案

■
氷
見
市
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
創
生
総
合

戦
略
の
策
定
に
対
す
る
決
議

６ 月
市 議 会
定 例 会
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